
『主が天に窓を』 (列王記 第二 7 章１-16 節) 2022.10.30. 
＜はじめに＞ 今、私たちはどんな問題課題に取り囲まれて、どんな状況に置かれているでしょうか。
その先行きにはどんな展望ができるでしょう。 
Ⅰ 厳しい現状の中で(6:24-7:2) 

①サマリヤの飢饉(6:24-7:2) 
北イスラエル王国のサマリヤはアラム軍に包囲されて大飢饉に陥り、不適品さえ高値で
取引され、ひいては嬰児を食す者が出るほどでした。王はこれを主のせいにし、エリシャ
殺害の使者として侍従を送ります。王も侍従も主を語りながら、主に期待していません。 

②みことばを聞く飢饉(アモス 8:11) 
牧師の高齢化と献身者不在で、教会も従来の体制を維持できなくなっています。兼任・
配信などで補おうとしていますが、限界もあります。なぜ私たちはこんな状況に陥ったの
でしょうか。みことばを聞くことの飢饉が来ることを、アモスは預言しています。 

③主のことばを聞きなさい(7:1-2) 
そんな中、預言者エリシャは、明日この町で、穀物が大安売りされるようになる、と主のこと
ばを語ります。侍従は「そんなことがあるだろうか」と一笑しますが、エリシャは厳粛な言葉
を彼に告げます。自分の見識と主のことばが相反する時、私たちはどうするでしょう。 

Ⅱ できることをする 
①町の外にいた病人(3-11) 

病ゆえに城外にいた 4 人の病人は冷静に状況判断し、座して死を待つよりは、一縷の生
きる望みを抱いて敵陣に向かいました。すると陣営は食料・物資を残して無人で、彼らは
それを接収するうちに、同胞にも分かつべきと示され、町の門衛に知らせました。 

②自らが動くことから始まる 
取り囲む現状は厳しく、持てるものには限りがあります。しかし何もできないのでしょうか。
自分には何もできないからと言って、問題を誰かに押し付けて待つだけになりがちです。
4 人は生きる道を見出し、力を振り絞りました。私にもまだできることがありはしませんか。 

③事を行わせてくださる主(ピリピ 2:13-14) 
知らずにしたことを主が用いられることがあります。4 人はエリシャの預言も聞かず、敵を追
い払ったわけでもありません。ただそこに居合わせただけです。王の家来も偵察を送った
だけです。各自がしたことは些細でも、主はそれらをつなぎ合わせて事を行われます。 

Ⅲ 不思議な道へ 
①奇跡は信仰を育てるか 

モーセ、エリヤとエリシャ、イエスの時代に多くの奇跡が見られました。しかし、奇跡を見た
人々の信仰は一時興奮しても、永続的な神への信頼につながったでしょうか。イエスもマ
タイ 12:39で警告されています。主が働いてくださるから、私もできることをするのです。 

②御手の中で 
アラム軍は騒音に慌てふためき逃げ去りました。それは主のなさったことで、不思議です。
主は今も働かれています。しかし、それを見出し、伝え、手にいれる者、主の御手の中で
用いられる人が必要です。そのために私たちはどんな祈りをしたら良いでしょうか。 

③主は天に窓を作り 
この物語は二重の意味合いで主のことばは実現すると告げています。厳しい中でも主は
生きようとする者を励まし、支えられます。従来の解決法でない不思議な道かもしれませ
ん。それは、手元にある使い慣れたものをもう一度取り上げることではないでしょうか。 

＜おわりに＞ 私たちは厳しい状況下でも、何もできなくなったわけではありません。それで何にな
る、と言わずに、もう一度取り上げてみましょう。また、主が私を用いてくださるようにと御手に
ゆだねましょう。主は不思議を行われる方です。(H.M.) 



 
 


